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寝屋川市地域福祉計画の見直しに向けた 

アンケート調査結果（概要） 

 

Ⅰ 調査の概要 

（１）調査の目的 

本調査は、第四次寝屋川市地域福祉計画の策定にあたり、基礎資料を得ることを目的

として実施したものです。 

 

（２）調査対象 

市民調査：寝屋川市在住の 18歳以上の市民 

団体調査：寝屋川市内で地域福祉に関わる活動や事業を行っている団体 

 

（３）調査期間 

令和元年 10月 11日から令和元年 11月 29日まで 

 

（４）調査方法 

郵送による配布・回収 

 

（５）回収状況 

 有効配布数 有効回収数 有効回収率 

市民 2,996 通 1,429 通 47.7％ 

団体 597通 328通 54.9％ 
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Ⅱ 調査結果 

（１）市民調査 

問 あなたの年齢、性別をお答えください。 

①年齢 

「70 歳以上」の割合が 36.0％と最も高く、次いで「60 歳～69歳」の割合が 16.7％、

「40歳～49歳」の割合が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

②性別 

「男」の割合が 40.7％、「女」の割合が 57.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたが市の福祉に関する情報を得る手段はどれですか。（○はいくつでも可） 

年齢別でみると、年齢が高く

なるにつれ「社会福祉協議会そ

の他福祉団体の広報誌」「自治会

の回覧板」「新聞、テレビなど」

の割合が、年齢が低くなるにつ

れ「インターネット」の割合が

高くなる傾向がみられます。 

年齢別でみると、年齢が高く

なるにつれ「社会福祉協議会そ

の他福祉団体の広報誌」「自治会

の回覧板」「新聞、テレビなど」

の割合が、年齢が低くなるにつ

れ「インターネット」の割合が

高くなる傾向がみられます。 

  

回答者数 =

　 1,429 6.3 10.1 14.3 13.9 16.7 36.0 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳

60歳～69歳 70歳以上 無回答

男 女 その他 無回答

回答者数 =

　 1,429 40.7 57.4 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 あなたや同居の御家族は、近所の人とどの程度の交流がありますか。 

（○はいくつでも可） 

回答者自身 

平成 27年度と比較すると、「あ

いさつをする程度」「ほとんど

（全く）つきあいはない」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

問 あなたは、日常生活で困っていることがありますか。また、だれかに助けてほしい

と思うような特に困っていることがありますか。（○はいくつでも可） 

①困っていること 

平成 27 年度と比較すると、

「困っていることがない」の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

困っていることがない

暮らし向き（経済的な状況）がよ
くない

力仕事や屋外の掃除などに不
自由を感じている

隣近所とのコミュニケーションが
取れていないと感じている

倒れてしまったときなどに、気づ
いて対応してくれる人がいない

病気になったり急な用事ができ
たときに支えてくれる人がいな
い

外出のときの移動が大変である

近所の人などとのつきあいが難
しい

自分や家族に介護が必要で、
負担が大きい

日常の買物（食料品、日用品な
ど）に不自由を感じている

食事の支度や掃除、洗濯など
の日常の家事に不自由を感じ
ている

話し相手や相談相手がいない

災害時に自分で避難することが
難しく、支えてくれる人もいない

さまざまな活動を行っていく場
所がない

子育ての負担が大きい

いじめや虐待、権利を侵害され
る扱いを受けている

その他

無回答

17.0

12.0

11.1

11.0

10.6

9.3

7.4

7.1

6.5

5.9

5.4

5.3

4.9

4.1

3.8

1.3

2.4

44.1

0.0

55.0

10.5

8.8

8.6

8.7

7.0

6.8

5.1

4.3

3.8

7.2

3.8

3.2

1.2

1.0

12.5

0 20 40 60

－ 

－ 

％

あいさつをする程度

道などで会えば親しく話をする
人がいる

困ったときには相談したり助け
あう人がいる

家を行き来するような親しい人

がいる

ほとんど（全く）つきあいはない

無回答

52.8

50.5

33.1

24.1

13.2

3.1

0.0

30.9

50.6

33.1

25.9

5.9

4.1

0 20 40 60 80 100

令和元年度調査

(回答者数 = 1,429)

平成27年度調査

(回答者数 = 1,061)

令和元年度調査

(回答者数 = 1,429)

平成27年度調査

(回答者数 = 1,061)



4 
 

 

②特に困っていること 

「暮らし向き（経済的な

状況）がよくない」の割合が

3.1％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

暮らし向き（経済的な状況）がよ

くない

病気になったり急な用事ができ

たときに支えてくれる人がいな
い

外出のときの移動が大変である

自分や家族に介護が必要で、

負担が大きい

隣近所とのコミュニケーションが

取れていないと感じている

子育ての負担が大きい

話し相手や相談相手がいない

日常の買物（食料品、日用品な

ど）に不自由を感じている

食事の支度や掃除、洗濯など

の日常の家事に不自由を感じ

ている

災害時に自分で避難することが

難しく、支えてくれる人もいない

さまざまな活動を行っていく場
所がない

近所の人などとのつきあいが難

しい

いじめや虐待、権利を侵害され

る扱いを受けている

その他

困っていることがない

無回答

倒れてしまったときなどに、気づい
て対応してくれる人がいない

力仕事や屋外の掃除などに不自
由を感じている

3.1

2.0

1.9

1.9

1.8

1.7

1.4

1.3

1.1

1.1

1.1

1.0

1.0

0.8

0.6

1.3

0.8

90.3

0.0

3.2

2.1

2.5

1.7

1.1

1.3

－

1.5

1.2

0.9

0.7

1.3

－

0.8

0.2

0.6

－

91.9

0 20 40 60 80 100

令和元年度調査

(回答者数 = 1,429)

平成27年度調査

(回答者数 = 1,061)
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問 あなたは福祉、介護、子育てなどに関して困ったときに、だれ（どこ）に相談しよ

うと思いますか。（○はいくつでも可） 

平成 27 年度と比較すると、

「民生委員や福祉委員」「どこに

相談すればよいか、わからない」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

家族や親族

寝屋川市の公的な相談窓口

友人や知人・職場の同僚

地域包括支援センター（高齢者

の総合相談窓口）

医療機関（病院・診療所など）や
薬局

近所の人

福祉の施設やサービス提供事

業所

民生委員や福祉委員

学校・幼稚園・保育所（園）・認
定こども園

障害者・障害児の相談支援事
業所

地域子育て支援拠点（地域子

育て支援センター・つどいの広
場）

社会福祉協議会

まちかど福祉相談所（住民が中

心の地域の相談窓口）

子育て世代包括支援センター

市・府などの公的な相談窓口

その他

どこに相談すればよいか、わか

らない

相談できる人（ところ）はない

だれか（どこか）に相談したいと

は思わない

無回答

大阪府の公的な相談窓口

76.4

39.2

34.1

18.8

17.2

10.5

9.2

7.5

5.5

4.4

4.0

3.6

3.6

2.3

1.5

－

1.5

1.6

0.6

1.4

2.1

0.0

71.9

－

33.2

17.4

18.9

11.2

11.5

13.4

－

5.6

2.9

－

4.7

2.7

－

38.0

0.8

8.2

1.6

1.7

6.6

0 20 40 60 80 100

令和元年度調査

(回答者数 = 1,429)

平成27年度調査

(回答者数 = 1,061)
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問 これまでに福祉、介護、子育てなどで困ったときに、あなたが実際に相談したこと

がある人（ところ）がありますか。（○はいくつでも可） 

平成 27 年度と比較すると、

大きな変化はみられません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

％

家族や親族

相談するような困ったことはな
かった

友人や知人・職場の同僚

寝屋川市の公的な相談窓口

医療機関（病院・診療所など）や
薬局

地域包括支援センター（高齢者
の総合相談窓口）

近所の人

福祉の施設やサービス提供事
業所

学校・幼稚園・保育所（園）・認
定こども園

地域子育て支援拠点（地域子
育て支援センター・つどいの広

場）

障害者・障害児の相談支援事
業所

民生委員や福祉委員

大阪府の公的な相談窓口

社会福祉協議会

まちかど福祉相談所（住民が中
心の地域の相談窓口）

子育て世代包括支援センター

市・府などの公的な相談窓口

その他

どこに相談すればよいか、わか
らなかった

相談できる人（ところ）はなかっ
た

だれ（どこ）にも相談していない

無回答

43.0

26.1

21.1

12.3

11.3

8.0

7.2

5.6

4.2

3.0

2.9

2.6

1.7

0.9

0.6

0.3

1.3

1.3

0.5

3.3

9.7

0.0

40.2

24.7

20.3

11.4

6.4

7.5

6.0

4.7

1.6

3.5

1.5

0.1

13.9

1.0

1.9

0.5

3.0

15.0

0 10 20 30 40 50

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

令和元年度調査

(回答者数 = 1,429)

平成27年度調査

(回答者数 = 1,061)
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問 あなたは、身近な地域における住民同士の助け合い、支え合いを推進していくため

には、どのようなことに力を入れたらよいと思いますか。（○はいくつでも可） 

年齢別でみると、他に比べ、18

歳～29歳、30歳～39歳で「地域で

の活動拠点や交流の場の整備」の

割合が高くなっています。 

また、18歳～29歳で「地域での

防災活動の推進」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、福祉に関する次のような活動に参加していますか。また、今後参加した

いと思いますか。（○はいくつでも可） 

すべての福祉活動において「参加したいとは思わない」の割合が高くなっています。次

いで「今後、参加者として参加してみたい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１ 

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
て
い
る 

２ 

参
加
者
と
し
て
参
加
し

て
い
る 

３ 

今
後
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
て
み
た
い 

４ 

今
後
、
参
加
者
と
し
て
参

加
し
て
み
た
い 

５ 

参
加
し
た
い
と
は
思
わ

な
い 

無
回
答 

①自治会、地域協働協議会、校区福祉委員会（サロン）
などの身近な地域での福祉活動 

1,429 3.6 5.7 2.1 16.6 41.8 31.4 

②ボランティア、ＮＰＯなどの団体での福祉活動 1,429 2.2 2.0 2.4 14.8 43.8 35.4 

③同じ福祉ニーズや課題をもつ人どうしの当事者活動 1,429 0.7 1.3 1.5 15.2 40.7 41.1 

④その他 1,429 0.3 0.3 0.1 1.1 10.6 87.6 

⑤特にない 1,429 1.0 0.5 0.4 2.3 17.1 79.8 
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問 現在、福祉に関する活動に参加していない、または、参加しない理由は何ですか。 

（○はいくつでも可） 

年齢別でみると、他に比べ、30

歳～39 歳、40 歳～49 歳で「仕事

のため時間がとれない」「家事や

育児が忙しく時間がとれない」の

割合が高くなっています。また、

18 歳～29 歳で「趣味や余暇の時

間がなくなる」「興味をもてる活

動がない」「きっかけがない」の割

合が、70歳以上で「健康や体力に

自信がない」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

問 市民が福祉に関する活動にもっと参加するには、どのような取組が“特に効果的”だ

と思いますか。（○はいくつでも可） 

平成 27 年度と比較すると、大

きな変化はみられません。 

年齢別でみると、年齢が低くな

るにつれ「一定の報酬が得られる

活動を増やす」の割合が高くなる

傾向がみられます。 

また、60 歳～69 歳で「多様な

活動の情報を提供する」「活動に

ついて気軽に相談できる窓口を

増やす」の割合が、50歳～59歳、

70歳以上で「特にない、または、

わからない」の割合が高くなって

います。 

  

％

気軽に参加できる活動を増やす

多様な活動の情報を提供する

活動について気軽に相談できる
窓口を増やす

参加を呼びかける取組を充実
する

一定の報酬が得られる活動を
増やす

知識や技術を身につける研修を
増やす

一緒に活動する仲間やグルー
プをつくる

活動拠点の確保や資金の援助
を充実する

活動の立ち上げへの支援を充
実する

活動のリーダーを増やす

その他

特にない、または、わからない

無回答

41.1

33.6

25.3

18.5

16.9

15.2

11.3

10.6

8.0

5.5

1.8

20.9

9.9

0.0

41.9

36.0

26.9

18.5

18.9

15.7

15.2

14.4

7.3

5.3

1.4

21.2

5.9

0 20 40 60 80 100

令和元年度調査

(回答者数 = 1,429)

平成27年度調査

(回答者数 = 1,061)
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問 あなたは、地域にある社会福祉施設（老人福祉施設、保育所等）は地域とどのよう

に関わっていけばいいと思いますか。（○はいくつでも可） 

小学校区別でみると、堀溝小

校区で「地域の行事等への参加・

協力」「専門分野に関する研修会

の開催や地域の勉強会への講師

派遣」の割合が高くなっていま

す。また、梅が丘小校区、桜小

校区、堀溝小校区で「施設の利

用者と地域住民との日常的な交

流」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 高齢者や障害のある人にとって、日常生活の中で将来的に不安を感じると思われる

ものはどのようなことですか。（○はいくつでも可） 

介護が必要な家族の有無別

でみると、介護が必要な高齢者

がいる人、障害のある人や障害

のある子どもがいる人で「各種

行政手続」「福祉サービス利用

手続」の割合が高くなっていま

す。 
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問 現在お住いの地域での暮らしに関する環境についてどのように感じていますか。「現

在の状況」と「以前（概ね５年前）と比べた状況」についてそれぞれお答えくださ

い。（○は１つ） 

＜現在の状況＞ 

『③ 子育てしやすい環境』『⑪ 住まいや地域の生活環境』で「満足」と「どちらか

といえば満足」をあわせた“満足”の割合が高くなっています。 

『高齢者が暮らしやすい環境』『子育てしやすい環境』『住まいや地域の生活環境』で

「満足」と「どちらかといえば満足」をあわせた“満足”の割合が高い（２割強）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

①　高齢者が暮らしやすい環境 1,252

②　障害者が暮らしやすい環境 1,062

③　子育てしやすい環境 1,048

④　相談窓口とネットワークの充実 1,035

⑤　保健や福祉に関する情報の得やすさ 1,065

⑥　健康づくりの推進や介護予防 1,066

⑦　地域活動への参加のしやすさ 1,065

⑧　地域の活動拠点の充実 1,042

⑨　子ども、障害者、高齢者の権利を守る
     環境

1,064

⑩　地域の人、団体等とのつながり 1,074

⑪　住まいや地域の生活環境 1,131

⑫　災害などに対する安全な環境 1,118

⑬　犯罪などに対する安全な環境 1,134

4.9

2.2

5.2

2.1

2.6

3.2

1.6

1.7

1.6

1.8

4.7

2.8

2.6

21.8

11.3

30.2

15.5

23.8

22.7

14.4

12.8

12.6

15.5

32.7

21.5

19.7

64.3

74.5

59.3

77.1

66.1

69.4

77.4

79.7

78.8

77.6

54

67.8

63.3

9.0

12.1

5.3

5.3

7.4

4.7

6.7

5.9

7.0

5.1

8.6

8.0

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない 不満
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＜以前と比べた状況＞ 

『③ 子育てしやすい環境』『⑥ 健康づくりの推進や介護予防』で「よくなった」の

割合が高くなっています。また、『⑪ 住まいや地域の生活環境』『⑫ 災害などに対す

る安全な環境』で「変わらない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

①　高齢者が暮らしやすい環境 1,252

②　障害者が暮らしやすい環境 1,062

③　子育てしやすい環境 1,048

④　相談窓口とネットワークの充実 1,035

⑤　保健や福祉に関する情報の得やすさ 1,065

⑥　健康づくりの推進や介護予防 1,066

⑦　地域活動への参加のしやすさ 1,065

⑧　地域の活動拠点の充実 1,042

⑨　子ども、障害者、高齢者の権利を守る
     環境

1,064

⑩　地域の人、団体等とのつながり 1,074

⑪　住まいや地域の生活環境 1,131

⑫　災害などに対する安全な環境 1,118

⑬　犯罪などに対する安全な環境 1,134

9.9
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14.9

8.3

12.2

15.1

4.9

4.5

6.5

4.7

10.3

10.0

9.9

40.2

37.1

31.3

29.8

34.5

31.8

36.3

34.5

32.4

36.8

42.3

43.1

40.3

6.9

4.7

4.8

2.0

1.9

2.1

3.0

3.0

3.4

4.4

7.0

3.3

8.4

43.0

52.3

49.1

59.8

51.4

51.0

55.8

57.9

57.7

54.1

40.4

43.6

41.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくなった 変わらない 悪くなった わからない
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（２）団体調査 

問 貴団体では、団体の活動情報をどのように発信していますか。 

（該当するものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 貴団体が活動を行う上で、困っていること・課題は何ですか。 

（該当するものすべてに○） 
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問 活動されている中で、地域における地域福祉に対する意識は高まっていると感じま

すか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 活動されている中で、地域の方からどのような日常の困りごと、地域の問題などを

お聞きしますか。 

 認知症高齢者への介護や徘徊などへの対応ができない 

 老老介護の問題、高齢化した障害者の子を高齢の親が介護している 

 とにかくあらゆること、ささいなことに対して苦情が多い 

 ゴミ出しのルールが守られていない、カラスなど動物による害 

 隣人関係の希薄化、自治会の未加入等   など 

 

 

  

高まっている どちらかといえば高まっている

どちらかといえば高まっていない 高まっていない

無回答

回答者数 =

　 328 12.5 50.3 17.4 8.5 11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ⅲ アンケート調査結果から抽出した課題 

・困ったときの相談相手は、「家族や親族」「友人や知人・職場の同僚」の割合が高くな

っています。 

また、高齢者や障害のある人が、日常生活の中で将来的に不安を感じると思われるこ

ととして、「福祉サービス利用手続」「各種行政手続」「医療に関する手続」「日常的な

金銭管理」の割合が高くなっています。 

今後、支援を必要とする人が、適切なサービスを選択・利用でき、適切な専門機関な

どの相談窓口につながりやすい仕組みづくりが重要となります。 

 

・市民の福祉情報の入手手段として広報誌や自治会の回覧板、インターネットなど、

様々な情報手段が活用されている中で、市民の安全・安心な暮らしを守るため、福祉

サービスの情報発信や提供について、様々な媒体の活用により、情報入手の選択肢を

増やしていくことが重要です。 

 

・福祉に関する活動について、「参加したいとは思わない」の割合が高くなっており、

その理由として「仕事のため時間がとれない」が多くなっています。 

また、市民の福祉活動への参加を促すために効果的であると考えられる取組として

は、「気軽に参加できる活動を増やす」「多様な活動の情報を提供する」の割合が高く

なっています。地域福祉活動において、各団体等の継続的な活動がとても重要であ

り、市民が参加しやすい場の創出が求められます。 

 

・身近な地域における住民同士の助け合い、支え合いを推進していくために、力を入れ

たらよいと思うことについて、「地域での活動拠点や交流の場の整備」、「住民同士の

助け合い・支え合い活動の調整を行う人材の育成」「住民同士の助け合い・支え合い

活動の場の整備」などの割合が高くなっています。 

前項の参加意向と併せて、「地域のつながり」の向上に向けた検討が必要です。 

 


